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１．効果検証の目的

２．検証方法

評価区分 考え方

A 順調に進んでいる（進捗率80％以上）

B 概ね順調に進んでいる（進捗率60～79％）

C やや進捗が遅れている（進捗率40～59％）

D 進捗していない（進捗率39％以下）

　 効果検証にあたっては、中標津町職員による内部評価を行った上で、町内の主要民間団体や学識

経験者で構成する「中標津町総合戦略推進委員会」、中標津町議会において審議することとする。な

お、本効果検証における評価基準は下記のとおりとする。

　 「第2期中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、国全体において少子高齢化や人口減少が急速

に進む中、本町が活力を維持しながら発展していくために、令和4年3月から令和8年3月までの4年１ヶ

月間の基本目標や施策の基本的方向、主な施策、評価の指標を示すものとして、令和4年2月に策定し

ている。

　 第2期総合戦略においては課題解決のため各種の施策を講じながら人口の急減をできるだけ抑え、

2060年時点で国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）の将来人口推計値14,550人を上回る

15,412人の総人口確保を目標に取り組みを進めることとし、「雇用・活性化」「結婚・子育て」「定住・愛

着」の3つの視点から基本目標を定め、取り組みを推進している。

　≪3つの基本目標≫

　（１）多様なつながりで活性化するまち【雇用・活性化】

　（2）結婚し子どもを産み育てたいと思えるまち【結婚・子育て】

　（3）愛着を持ち、住みたくなる、戻ってきたくなるまち【定住・愛着】

　本効果検証は、第2期総合戦略に掲げる施策の実施状況・効果を毎年度検証し、結果を踏まえた上で

施策の見直しや必要に応じて総合戦略の改定を行うことを目的に実施する。

中標津町独自人口推計結果（第2期中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略より抜粋）
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３．効果検証

≪人口目標≫

　≪現状の人口動向≫

　①総人口の推移

（単位：人）

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 ・・・ 2060年

23,010

23,216 22,974 22,783 22,524

23,313 23,182 23,051 22,920 22,789 22,658 ・・・ 15,412
　※総合戦略目標は5の倍数年は推計値。それ以外の年は推計値の差を均等割り算出した参考値。

　※実績値・住民基本台帳は各年9月末時点の数値。

実績値・国勢調査

実績値・住民基本台帳

総合戦略目標

　 第2期総合戦略で掲げる人口目標は2060年時点で総人口15,412人、年少人口（0～14歳）1,459人、

生産年齢人口（15～64歳）7,290人、老年人口（65歳以上）6,663人としている。

　中標津町の総人口は2023年9月末時点で22,524人となった。これは第2期総合戦略で掲げる目標値と

比較し下回る結果となった。加えて、総合戦略の目標値は国勢調査の数値を基準としているが、住民基

本台帳においては住民票は中標津町のまま実際は町外へ居住している事例が200件程度あると見込ん

でおり、実際の総人口は22,300人程度と推察する。
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　②各年代区分別人口の推移・人口構成比

（単位：％）

　※総合戦略目標は5の倍数年の推計値の差を均等割り算出した参考値。

　※実績値・住民基本台帳は各年9月末時点の数値。

人口構成比（2023年9月30日時点）

年少人口
生産年齢

人口
老年人口

実績値・住民基本台帳 11.7 60.5 27.8 

総合戦略目標 12.6 58.4 29.0 

  中標津町の各年齢区分別人口は2023年9月末時点で下記のとおりとなった。

　　・年少人口において2,629人となり、目標値より低い水準となった。

　　・生産年齢人口において13,634人となり、目標値より高い水準となった。ただし、前述した住民票を

　　　中標津町のまま実際は町外に居住している事例は、特に15～24歳で顕著にあり、生産年齢人口で

　　　は200人程度、実際の居住人数よりも多く数値が出ると見込んでいる。そのことから、実際は目標と

　　　同等か若干下回るものと推察する。

　　・老年人口において6,261人となり、目標値より低い水準となった。

　また、人口構成比は2023年9月末時点で年少人口・老年人口において目標より低い水準となり、生産

年齢人口において目標より高い水準となった。（前述の住民基本台帳と国勢調査の差分を考慮したとし

ても人口構成比は大きく変わらない。）
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　③性別人口・各年代区分別人口（詳細）の推移

※実績値・住民基本台帳は各年9月30日時点の数値。

中標津町の性別人口・各年代区分人口の詳細においては下記のとおりとなった。
　・全年齢においては男女ともに減少傾向。
　・0～19歳、30～49歳、60～69歳において男女ともに減少傾向。60～69歳においては特に女性で

　減少傾向が強い。
　・20～29歳においては男女ともに横ばい。
　・50～59歳及び70歳以上の年代で男女ともに増加傾向。

　　※中標津町の出生数は少なくとも50年以上減少傾向が続いているため、転入転出による増減が
　　　　なければ基本的に（少なくとも50歳までは）減少傾向となる。

　・10歳～49歳では男性が女性よりも多く、50歳以上では女性が男性よりも多い。
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※実績値・住民基本台帳は各年9月30日時点の数値。

各年代別の性別人口の推移

943
963

954

922

863
804

967

904
846

790750
790
830
870
910
950
990

1,030
1,070

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（0～9歳）

1,166

1,057

1,218 1,169
1,147 1,129

1,102

1,060 1,040
1,001950

990
1,030
1,070
1,110
1,150
1,190
1,230
1,270

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（10～19歳）

1,003

847

1,115 1,116
1,161 1,148

930 949 928 943
840
880
920
960

1,000
1,040
1,080
1,120
1,160

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（20～29歳）

1,396
1,315

1,405
1,329

1,292 1,2781,326

1,264
1,227

1,176
1,150
1,190
1,230
1,270
1,310
1,350
1,390
1,430
1,470

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（30～39歳）

1,824

1,662
1,809

1,806
1,754 1,723

1,665

1,634 1,624
1,5601,500

1,540
1,580
1,620
1,660
1,700
1,740
1,780
1,820
1,860
1,900

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（40～49歳）

1,589
1,559

1,560 1,547
1,578

1,611

1,575 1,589 1,608 1,623

1,400
1,440
1,480
1,520
1,560
1,600
1,640
1,680

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（50～59歳）

1,439

1,704

1,459 1,446 1,432 1,390

1,704
1,654

1,562
1,508

1,350
1,390
1,430
1,470
1,510
1,550
1,590
1,630
1,670
1,710

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（60～69歳）

1,211

1,415

1,224

1,279 1,301
1,325

1,438 1,474
1,528 1,561

1,200
1,240
1,280
1,320
1,360
1,400
1,440
1,480
1,520
1,560
1,600

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（70～79歳）

600

885

597 582 599 614

851 900
939 970

580
620
660
700
740
780
820
860
900
940
980

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（80～89歳）

99

244

95
109 107 114

222 241 247 256

80
120
160
200
240
280
320
360
400

2020年 2021年 2022年 2023年

性別人口の推移（90歳以上）

5



432

511

600

566

408

595

623

773

892

932

783

806

687

752

758

453

373

227

99

430

533

515

542

368

479

590

725

809

853

808

751

759

945

762

653

533

352

244

01002003004005006007008009001,000

0-4

5-9

10-14

15-19

20-24

25-29

30-34

35-39

40-44

45-49

50-54

55-59

60-64

65-69

70-74

75-79

80-84

85-89

90-

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

人口ピラミッド（2020年国勢調査）5歳階級

男性

女性

6



※上記人口ピラミッドより60代女性の減少については、町外への転出が多くなっているのではなく、

　元々60代女性の人数が他年代と比べて多かった事に加え、2021年・2022年に69歳から70歳になる

　女性が多く、59歳から60歳になる女性が少なかったためと推察している。（後述する年代地域別の

　転入数と転出数の差し引きにおいても60代女性の転出超過傾向は確認できない）
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　④自然増減数及び社会増減数の推移

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

200 210 207 182 196 166 163 140 138

195 222 230 234 226 252 209 238 261

5 -12 -23 -52 -30 -86 -46 -98 -123

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

1,114 1,094 1,054 1,031 1,065 1,023 918 972 1,002

1,228 1,234 1,215 1,210 1,207 1,042 1,072 1,108 1,129

-114 -140 -161 -179 -142 -19 -154 -136 -127

　※年間の住民基本台帳数値より算出。

出生数

死亡者数

自然増減数

転入者数

転出者数

社会増減数

中標津町の自然増減数及び社会増減数においては下記のとおりとなった。
　・出生数は減少傾向、死亡者数は増加傾向が続いており、自然増減数は大きく減少傾向。
　・転入者数、転出者数ともに増加傾向であり、社会増減数は若干の増加傾向。

年代地域別の転入数と転出数の差し引きでは、2019年～2022年の累計値で下記のとおりとなった。
　・男性では15～19歳で大幅な転出超過。特に石狩管内への転出超過が大きい。20～29歳
　で大幅な転入超過。30～39歳でも転出超過傾向が見られる。全体を通して全年代で石狩
　管内への転出超過、根室管内からの転入超過の傾向がある。
　・女性では15～24歳で大幅な転出超過。特に石狩管内への転出超過が大きく、15～19歳
　の転出超過は男性よりも大きい。25～29歳で大幅な転入超過。35～39歳で転出超過傾向
　が見られる。全体を通して全年代で石狩管内への転出超過、根室管内からの転入超過の
　傾向がある。
　※ただし、住民票は中標津町のまま実際は町外に居住している事例が、特に15～24歳で
　　顕著にあるため、実際は男女ともに15～19歳で図表よりも転出数が多く、20～24歳で
　　は図表よりも転出数が少ないと推察している。（年間30件程度と推察）

　⇒上記により、自然増減数では出生数減少に歯止めがかかっていない状況であり、
　　婚姻率低下に加えて子育て世代の人口自体が減少している事が要因と推察。
　　社会増減数では若干の改善傾向ではあるものの転出超過は続いており、特に
　　女性の転出超過が多く15～24歳において男性よりその傾向が強い。
　　また、男女ともに30～39歳の転出超過傾向に注意する必要がある。

200

210 207
182

196

166 163
140 138

195

222 230 234 226
252

209

238
261

100

150

200

250

300

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

出生数と死亡者数の推移

出生数 死亡者数

1,114 1,094 1,054
1,031

1,065
1,023

918
972

1,002

1,228 1,234 1,215 1,210 1,207

1,042 1,072
1,108 1,129

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

転入者数と転出者数の推移

転入者数 転出者数

8



※年間の住民基本台帳数値より算出。（システム抽出データのため数件の誤差あり）
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転入数-転出数　年代地域別（2019年～2022年累計・女性）
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(人)
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※年間の住民基本台帳数値より算出。（システム抽出データのため数件の誤差あり）
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転入数-転出数　年代地域別（2020年男性）　

根室 釧路 十勝 オホーツク 石狩 道外 その他

(人)

2019年の社会増減数

　　+22人

2020年の社会増減数

　　-31人

男　性

男　性
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※年間の住民基本台帳数値より算出。（システム抽出データのため数件の誤差あり）
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転入数-転出数　年代地域別（2021年男性）　
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転入数-転出数　年代地域別（2022年男性）　

根室 釧路 十勝 オホーツク 石狩 道外 その他

(人)

2021年の社会増減数

　　-75人

2022年の社会増減数

　　-30人

男　性

男　性
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※年間の住民基本台帳数値より算出。（システム抽出データのため数件の誤差あり）
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転入数-転出数　年代地域別（2019年女性）
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転入数-転出数　年代地域別（2020年女性）

根室 釧路 十勝 オホーツク 石狩 道外 その他

(人)

2019年の社会増減数

　　-40人

2020年の社会増減数

　　-115人

女　性

女　性
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※年間の住民基本台帳数値より算出。（システム抽出データのため数件の誤差あり）
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転入数-転出数　年代地域別（2021年女性）
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転入数-転出数　年代地域別（2022年女性）

根室 釧路 十勝 オホーツク 石狩 道外 その他

(人)

2021年の社会増減数

　　-68人

2022年の社会増減数

　　-87人

女　性

女　性
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≪施策の実施状況について≫

≪効果検証結果について≫

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

13,749 13,868 13,767 13,634 13,000

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

26,933 25,114 22,496 28,533

0 2 2 7

9 12 13 11

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

153,166 153,468 202,610 342,000

47,608 60,409 64,495 70,000

59,414 82,446 144,362 200,000

12 12 13 14

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

80 83 85 95

37,183 34,341 31,109 60,000

14 12 10 15

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

― ― 44.2 45.2 40.0 

基本目標（施策項目） 評価

基本目標１　多様なつながりで活性化するまち Ｂ

数値目標

生産年齢人口
〔人〕

①持続的な産業の実現と付加価値向上に向けた取り組み Ａ

重要業績評価指標

生産農業所得（1戸当
たり）〔千円〕

新規就農者数（累計）
〔人〕

6次産業化に取り組ん
でいる農業者及び団

体数（累計）〔件〕

②あらゆる人が関わり・交わる取り組みの推進 Ｂ

重要業績評価指標

観光客入込客数
〔人/年〕

宿泊客延数
〔人/年〕

中標津空港搭乗者数
〔人/年〕

移住促進事業による
移住世帯数（累計）

〔世帯〕

③中小企業の活性化と雇用の場の確保・創出 Ｂ

数値目標

新規創業者数（空き地
空き店舗等活用事業

実績）（累計）〔件〕

ふるさと納税返礼品の
取り扱い額〔千円/年〕

通年雇用化人数
〔人/年〕

【特化対策】女性の社会参加の促進 Ｃ

数値目標

男女が対等な立場で、家
庭、職場、地域など社会
のあらゆる分野の活動に
参画できると感じる町民

の割合〔％〕

　当町は「雇用・活性化」「結婚・子育て」「定住・愛着」の3つの視点から基本目標を定め、取り組みを推

進している。具体的な事業の実施状況及び内部検証における分析については別紙にまとめる。

　別紙の施策の実施状況により第2期中標津町まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証結果を以下のとお
りまとめる。
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R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

163 140 138 163

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

64.8 66.7 66.6 60.7 70.0 

87 92 116 120

511 436 465 550

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

96.1 97.7 100.0 99.0 

97.5 94.9 99.1 98.0 

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

186 217 190 250

基本目標（施策項目） 評価

基本目標２　結婚し子どもを産み育てたいと思えるまち Ｂ

数値目標

出生数
〔人〕

①子どもを安心して育てられる環境づくり Ａ

重要業績評価指標

地域や家庭で子どもが安
心して育てられていると
感じる町民の割合〔％〕

子ども子育て支援法に基
づく保育所施設の3歳未

満児枠の拡大〔人〕

ファミリー・サポート・セ
ンター会員登録数（累

計）〔人〕

②安全安心な出産に向けた支援 Ｂ

重要業績評価指標

乳幼児健康診査受診
率（1歳6ヶ月児）〔％〕

乳幼児健康診査受診
率（3歳児）〔％〕

【特化対策】若い世代の結婚支援 Ｃ

重要業績評価指標

婚姻届出件数
〔件/年〕
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R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

80.2 88.1 79.7 79.6 90.0 

15 46 29 35

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

― ― 70.6 72.6 40.0 

― ― 34.6 33.6 40.0 

― ― 34.4 35.6 40.0 

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

51.2 48.8 46.9 41.8 55.0 

43.2 41.7 40.5 33.3 50.0 

22.3 25.5 22.6 19.8 25.0 

24.1
（27.0）

29.9
（27.9）

30.5
( 未 )

全道平均
以上

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

73.5 76.8 67.4 67.0 75.0 

6,814 7,215 6,873 7,500

24,931 23,552 23,325 26,000

算出なし
9,829,000

（概算）
算出なし

8,491,400
(R12目標)

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R６実績 R7実績 R７目標

― ― ― 1 

基本目標（施策項目） 評価

基本目標３　愛着を持ち、住みたくなる、戻ってきたくなるまち Ｂ

数値目標

住み続けたいと感じる町民の割合
〔％〕

20代人口の転入超過　毎年35人
〔人〕

①郷土愛を深めるまちづくり Ｂ

重要業績評価指標

日々の生活の中で景
観を意識している町民

の割合〔％〕

学校、家庭、地域が一体
となって教育活動を進め
ていると感じている町民

の割合〔％〕

町内に、歴史や自然・文
化を後世に伝えるため、
残したいと思うものがある

町民の割合〔％〕

②支え合い、安心して生活できるまちづくり Ｂ

重要業績評価指標

高齢者が生きがいを持
ち、安心して暮らしている
と感じる町民の割合〔％〕

障がい者サービスが
整っていると感じる町

民の割合〔％〕

地域活動・ボランティ
ア活動に参加している

町民の割合〔％〕

特定健康診査受診率
〔％〕

※（　）は全道平均値

③住みやすい環境整備 Ｂ

数値目標

住んでいる地域が「良好
なまちなみ（住環境）であ
る」と感じる町民の割合

〔％〕

町有バス利用者数
〔人/年〕

市内循環線利用者数
〔人/年〕

公共施設温室効果ガ
ス排出量〔㎏-CO2〕

【特化対策】高等教育機関の誘致・充実 Ｂ

重要業績評価指標

高校卒業後の高等教育
機関誘致〔件〕

総合評価 Ｂ

※参考値　H25実績11,474,800kg-CO2
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４．効果検証に係る総括

　当町の総人口は、現在第2期総合戦略で掲げる目標値を下回っており人口減少・少子高齢化が加速し
ていると判断する。各年齢区分の中では生産年齢人口で目標値に近い推移となっているが、実態としては
若年男性の転入超過傾向は堅調であるものの、若年女性の転出超過傾向が深刻であり、20代の男女比
は男性1に対して女性0.85と非均衡となっている事から、潜在的には更なる人口減少・少子高齢化につな
がる懸念がある。
　社会増減数全体においても、若干の改善傾向ではあるものの毎年130～150人の転出超過が続いてお
り、その主たる要因は前述した若年女性の転出超過傾向、具体的には高校卒業後の進学等により7～8割
が転出する事に対し、20代の女性の転入数で十分に補完できていない事によるため、特化対策「女性の
社会参加の促進」やＵＩＪターン対策等による若年女性を中心とした流入・定着のための対策が極めて重要
であると分析する。
　自然増減数においては出生数減少が急速に進んでおり歯止めがかかっていない状況である。原因の一
つは子育て世代の人口自体が減少している事にあり、自然増減対策においても若年女性の流入・定着対
策が重要である。加えて、婚姻率の低下も大きな要因であると推察しており、子育て支援や出産支援の充
実や、現状有効な対策に至っていない特化対策「若い世代の結婚支援」の実施方法改善等が必要である
と分析する。

　令和4年度の効果検証結果としては、各基本目標をそれぞれ進捗率7割程度と判断し「Ｂ」評価とし、総
合戦略全体としても「Ｂ」評価としたところである。令和4年度は実質的な第2期総合戦略の初年度であり、と
りわけ特化対策においてその達成状況が低い評価となった。人口減少・少子高齢化は加速している状況
であり、全体的な施策の達成状況は概ね順調ではあるものの、前述した若年女性を中心とした流入・定着
対策、及び婚姻率上昇に向けた若い世代の結婚支援を有効な対策として確立する事が重要である。
　また、人口減少・少子高齢化の進展に伴いあらゆる分野での人手不足の問題が深刻化してきており、今
後さらなる不足が想定されている。令和5年度より外国人財誘致により地域活力とする事を目指して取り組
んでいるところであり、人口減少下において地域産業の活力を維持・強化するためには、今後外国人財誘
致や多文化共生の推進による、外国人に選ばれる地域づくりを積極的に進めていく必要があると分析す
る。
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